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特集「私たちを取り巻く情報の信頼性とライフタイムを
意識した安全な社会基盤の確立に向けて」の

編集にあたって

角尾 幸保1,a)

情報セキュリティの研究は，攻撃者から情報そのものを

秘匿することから始まった．そして，情報の安全にかかわ

る様々な研究領域が広がりをみせている．多くの研究成果

が実社会へ適用され，技術的・システム的な対応として，

安心・安全な社会の実現に貢献している．過去を考えれば，

適切に設計された情報セキュリティシステムへの攻撃が，

より困難になったと考えられる．しかし近年では，被害者

の心理学的な弱点を利用するソーシャルエンジニァリング

に基づく攻撃などが増加している．インターネットを介し

て攻撃者の提供する情報を信頼したために，被害者の利益

にならない行動を被害者自身がとってしまうということ

が，日常生活の現実として起きている．このような「シス

テム」よりも攻撃が容易な「人」への攻撃は今後も増加す

ると推測されるため，人間の振舞いや意思決定プロセスに

おける様々なヒューマンファクタを考慮した研究，情報セ

キュリティと人間心理を融合した研究，などの需要がます

ます高まると思われる．

以上の想いから，今回，「私たちを取り巻く情報の信頼

性とライフタイムを意識した安全な社会基盤の確立に向

けて」特集号の企画を行い， 1©知能やセキュリティ技術，
2©プライバシとトラスト， 3©その保護技術に対する安心と
安全， 4©コンピュータによる協調支援， 5©セキュリティの
経済学など，広範囲なヒューマンファクタを考慮したセ

キュリティ・プライバシに関する研究論文の募集を行った．

本特集号に対して 19件の論文投稿があり，最終的に 12件

を採録とした．上述のように，本特集号では，5つの典型

テーマ例を掲げ，安心・安全な社会の実現に貢献・寄与す

る研究論文の掲載を目的とした．結果として， 1©に分類さ
れる論文が 3件， 2©が 2件， 3©が 3件， 4©が 2件， 5©が 2

件採録されており，当初の期侍どおりの編集結果が得られ

たと考えている．本特集号が，社会の安心と安全の実現に

貢献・寄与できることを願っている．

最後に，関係者に感謝をいたしたい．限られた時間の中
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で，多様な論文の査読を行い，予定どおり出版にこぎつけ

ることができたのは，査読者や編集委員，学会関係者の皆

様方の多大なるご尽力の賜物であり，編集委員長としてこ

の場を借りて厚く御礼を申し上げたい．特に，猪俣敦夫幹

事（東京電機大学），廣田啓一幹事（日本電信電話）には，

とりまとめの中心となって運営にご献身いただいた．お二

人の配慮と情熱，細心の注意により本特集は完成したと考

える．心からの感謝を送りたい．
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